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	 コンテストA1：自動車製造業の表面異常検査の自動化に活用可能なロボットソリューションの構想提案

	提案名称	

	ご提案の内容を端的に表した名称を、50字以内で記載してください。
検査対象物、解決したい課題が推測できる具体的な名称としてください。





	1．提案の前提
①コンテストA2への参加意向

	コンテストA1で成績上位者になった場合、コンテストA2へ移行し実機開発を進める意向があることをご確認・ご記入ください。
☐　コンテストA2への参加を希望する


	②検討・開発進捗を示す成果物

	本提案で提出する検討・開発進捗を示す成果物について、該当するものにチェックを入れてください。また、提出する資料のファイル名を記載してください。なお、「その他」を選択する場合は、成果物の内容が分かるように記載してください。
☐　実機又はモックアップ（写真、動画）
ファイル名：
☐　動作状況を記録・表現した動的3Dデータ
ファイル名：
☐　動作状況を記録・表現した静的3Dデータ
ファイル名：
☐　提案するロボットソリューションの設計図面（2D、3D）
ファイル名：
☐　提案するロボットソリューションの製造業現場への設置イメージ（2D、3D）
ファイル名：
☐　その他（成果物の内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ファイル名：


	③補足資料

	補足資料として提出する資料があれば該当するものにチェックを入れてください。また、提出する資料のファイル名を記載してください。なお、「その他」を選択する場合は、提出する資料の内容が分かるように記載してください。
☐　関連する既存技術・製品の紹介資料
ファイル名： 
☐　その他（提出資料の内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ファイル名：





	２．提案の概要
※２ページ以内を目安に記載してください。

	ご提案内容の全体像を記載してください。図表の利用も可能です。
少なくとも、以下の内容を含めてください。なお、検査対象物の外乱要因、形状の複雑さ、材質、大きさ及び検査対象項目についてはチェックボックスから選択してください（複数選択可）。
· 検査対象物
· 検査対象項目
· 現状課題・難易度・重要性の分析
· ロボットソリューション構成案 
· 自動車製造業に限らない他分野への展開可能性・生産性向上・品質確保・人手不足対応への貢献

· 検査対象物の外乱要因
☐　油汚れ　　☐　反射　　☐　加工痕　　☐　その他（　　　　　）

· 検査対象物の形状の複雑さ
☐　凹凸　　☐　曲面　　☐　狭隘部　　☐　その他（　　　　　）

· 検査対象物の材質
☐　金属　　☐　その他（　　　　　）

· 検査対象物の大きさ
☐　1cm ~ 10cm未満　　☐　10cm ~ 50cm未満　　☐　50cm ~ 100cm程度

· 検査対象項目
☐　キズ　　☐　打痕　　☐　割れ　　☐　付着　　☐　色ムラ　　☐　色差　　☐　その他（　　　　　）

















































	３. 本提案における新たな開発要素
※１ページ以内を目安に記載してください。

	本提案において既存技術と比較して新たに開発又は改良を想定する要素を記載してください。
既存技術の単なる転用ではなく、どの点に新たな工夫があるかを記載してください。






	４. 提案詳細
評価項目① 課題設定の妥当性
※評価項目①全体で２ページ以内を目安に記載してください。
１）対象検査工程の整理

	対象とする検査工程の作業内容について記載してください。
少なくとも、以下の内容を含めてください。 
· 対象とする検査工程の位置づけ（加工後、組立前、出荷前等） 
· 現在の作業フロー 
· 前後工程との関係 
必要に応じて、工程フロー図、ライン図、概念図等を添付してください。



	２）検査対象物及び検査対象項目

	検査対象物及び検査対象項目について記載してください。
少なくとも、以下の内容を含めてください。
· ワーク名称 
· 材質 
· 形状 
· サイズ、重量等の主な仕様 
· 品種数又は品種変動の有無 
· 検査対象項目（例：キズ、打痕、割れ、付着、色ムラ、色差等） 
可能であれば、良品・不良品の例、現場での判定の難しさが分かる写真・図等を添付してください。



	３）対象検査工程における現場課題

	対象検査工程における現在の現場課題について記載してください。
特に、以下の観点を参考に具体的に記載してください。
· 人手に依存している作業内容 
· 現場で負担となっている事項 
· 判定が難しい理由 
· 自動化が進まない理由 
· 多品種少量生産、タクトタイム制約、生産変動等の有無 
· 油汚れ、反射、加工痕、複雑形状、柔軟素材等の技術的難所 
· 教示、設定変更、保守、設置スペース、コスト等の導入障壁 
· 現状の検査精度・検査速度、及び自動化後に求められる水準
可能であれば、作業人数、処理数、検査時間、不良率、誤判定率等の定量情報も記載してください。


	４）当該課題の重要性

	対象とする課題が、実際の製造現場において重要性の高い課題であることを記載してください。
特に、以下の観点を参考に具体的に記載してください。
· なぜ当該課題が重要か（品質、生産性、人手不足、安全性、事業継続性等への影響） 
· 放置した場合にどのような問題が生じるか、なぜ今解決が必要か 







	評価項目② 実現可能性
※評価項目②全体で２ページ以内を目安に記載してください。
１）開発コンセプト

	対象課題に対して、どのような考え方で解決するのかを記載してください。
「何を、どのように、なぜその方法で解決できるのか」が分かるように記載してください。
必要に応じて、課題と解決策の対応表を用いても構いません。




	２）ロボットソリューションの構成案

	提案するロボットソリューションの構成案が以下の3つの要素の高度化にどのように寄与するか記載してください。
· 検査対象物の撮影技術の高度化
· 表面異常の検知・判定技術の高度化
· 検査対象物の取り扱い技術の高度化




	３）使用を想定する技術要素

	提案の実現に必要な技術要素について記載してください。
特に、以下の観点を参考に具体的に記載してください。
· 現時点で活用可能な既存技術 
· 新たに開発又は改良が必要な技術 
· 各技術要素の役割 
· 想定する技術的な難所




	４）実現可能性の根拠

	提案するソリューションが実現可能であると考える根拠を記載してください。
少なくとも、以下の内容を含めてください。
· 要求機能（検査速度・検査精度）を満たす見込み
· 必要な開発要素に関する技術的成立性の見込み
· 実現上の主要リスクとリスクへの対応方針




	評価項目③ 汎用性
※評価項目③全体で２ページ以内を目安に記載してください。
１）他ワーク・他工程への展開可能性

	本提案が、他ワーク又は他工程にどのように展開可能かを記載してください。
少なくとも、以下の観点を含めてください。
· 品種違いへの対応可能性
· 別の検査対象物、検査対象項目への適用可能性 
· 類似工程への応用可能性 




	２）他業種への展開可能性

	本提案が、他業種へ展開可能である場合は記載してください。
どの業種の、どのような工程に応用し得るかを具体的に示してください




	3）将来的な拡張可能性

	将来的な性能向上、機能追加、構成拡張等の可能性について記載してください。
少なくとも、以下の観点を含めてください。
· 検査項目の追加 
· 処理能力向上 
· 操作性向上 
· モジュール化・汎用化 
· データ活用の拡張







	評価項目④ コスト・事業採算性
※評価項目④全体で２ページ以内を目安に記載してください。
１）導入コスト

	導入時に想定されるコストを記載してください。
概算で構いません。可能であれば、以下の観点を整理してください。
· ロボット本体 
· ハンド 
· カメラ・センサ 
· 制御機器 
· 搬送・治具 
· 安全設備 
· 設置工事 
· その他必要な設備




	２）運用コスト

	運用時に想定されるコストを記載してください。
可能であれば、以下の観点を整理してください。
· 保守費 
· 消耗品費 
· 電力等の運転コスト 
· ソフトウェア保守・更新費 
· 外部サポート費
· その他の費用




	３）事業採算性の見通し

	想定されるロボット導入事業者の事業採算性の見通しについて記載してください。
少なくとも、以下の観点を含めてください。
· 省人化、品質向上、手戻り削減等の効果 
· 導入判断上のハードルとその考え方







	評価項目⑤ 安全性
※評価項目⑤全体で２ページ以内を目安に記載してください。
１）安全性の考え方

	現場での安全確保について記載してください。
少なくとも、以下の観点を含めてください。
· 安全性を説明する方法（取得予定の認証や適合する安全基準等）
· 安全性の考え方に関する具体的な観点
· 作業者との接触リスクへの配慮 
· 異常時・停止時の対応 
· 安全装置、安全柵、インターロック等の考え方 
· 既存設備との安全上の整合




	２）現場受容性

	導入時の受容性について記載してください。
少なくとも、以下の観点を含めてください。
· 現在の現場オペレーションとの整合性 
· 作業者の理解を得て現場で無理なく受け入れられるための考え方・工夫 
· 導入に際して過度な負担増とならないための工夫







	評価項目⑥ 利活用の容易性
※評価項目⑥全体で２ページ以内を目安に記載してください。
１）ワークの品種追加・設定変更・ロボット動作の再設定への対応

	多品種少量生産や条件変更への対応方針を記載してください。
少なくとも、以下の観点を含めてください。
· 以下の各作業の方法、難易度（必要な専門知識）、所要時間
· 品種追加
· 設定変更
· ロボット動作の再設定


	２）運用方法の想定

	現場での運用方法について記載してください。
少なくとも、以下の観点を含めてください。
· 日常運用の流れ 
· 誰が運用する想定か 
· 現場作業者に求められる知識・技能 
· 日常点検の考え方
	

	３）保守性の考え方

	保守性について記載してください。
少なくとも、以下の観点を含めてください。
· 想定される保守対象 
· 故障時の対応方法 
· 現場で対応できる範囲 
· 外部ベンダー等の支援が必要な範囲 
· 稼働率確保の考え方


	４）付帯作業を含めた自動化

	検査工程における作業の前後で必要となる付帯作業の自動化について具体的に記載してください。
ここでいう付帯作業とは、検査対象物の搬入・搬出等、検査工程における作業が前後の工程とつながるために必要となる作業をいいます。
· 現状の検査前後の作業フロー
· 検査対象物の搬入・搬出方法
· 提案するロボットソリューションにより自動化する付帯作業の範囲・内容




	評価項目⑦ 技術的な新規性
※評価項目⑦全体で１ページ以内を目安に記載してください。

	構想するロボットソリューションの技術的な新規性を記載してください。
既存技術を活用する場合は、既存技術をそのまま用いる部分と、新たに工夫・改良する部分を区別して記載してください。
特に、以下の観点について具体的に記載してください。
· 類似のソリューション又は既存手法の有無 
· 類似のソリューションがある場合、それとの差異・優位性 
· 提案するソリューションの独創性
· その他、提案者が特徴と考える点







	５. コンテストA2又は将来の実機開発に向けた計画・体制
※１ページ以内を目安に記載してください。
１）想定スケジュール

	本提案を今後具体化する場合の開発、試作、検証、実証等の主要なステップを記載してください。
コンテストA1の期間中に実機開発を完了することを求めるものではありません。




	２）想定実施体制

	実機開発の際に想定する実施体制について記載してください。
少なくとも、以下の内容を含めてください。
· 参画主体 
· 各主体の役割分担 
· 体制図 
下記があれば、記載してください。
· SIer、研究機関等との連携
· ユーザー企業との連携






1

